
神奈川県庁 オンライン
インターン
シップ

令和４年度 神奈川県庁インターンシップ実習生を
全国から募集します

令和４年８月１日（月）から9月7日（水）までの原則２日間
神奈川県では、「エネルギー・環境」「安全・安心」「健康・福祉」「教育・子育て」「県民生活」「県土・まちづくり」等の

分野について考える、オンラインのインターンシップを実施します。是非ご参加ください。

対象者
大学、大学院、短期大学、高等専門学校（第４学年以上）、
県内の専修学校（専門課程・一般課程）及び県内の各種学校の学生・生徒

実施内容・
プログラム 政策課題等の事例検討ほか

募集人数 全24プログラム　各プログラム上限30名

募集期間 令和４年６月28日（火）から７月12日（火）まで

応募方法 電子申請でご応募ください。

神奈川県庁インターンシップは、学生・生徒の皆さんに県庁におけ

る就業体験の機会を提供し、職業意識の向上や県政に対する理解

を深めていただくことを目的としています。

また、インターンシップ実習生として「神奈川県庁インターンシッ

プ実施要綱」等の規定を遵守していただくほか、誓約書を提出して

いただきます。

■問合せ先
神奈川県総務局組織人材部人事課人材育成グループ　〒231-8588　横浜市中区日本大通１　電話 045-210-2168

■参加にあたって

■Zoomを用いたオンラインにより実施

※詳細は裏面記載のホームページからご確認ください。



神奈川県庁 オンライン インターン
シップ

■実施内容・プログラム
県の仕事紹介のほか、学生・生徒同士のグループワーク（５～６人）を通して、県の政策課題についての解決方策を
皆さんに考えていただくとともに、県職員との懇談会により、働く職員の雰囲気に触れていただきます。

以下のHPをご確認のうえ、ご応募ください。
https://www.pref.kanagawa.jp/docs/s6d/cnt/f7358/ホームページ

担当所属

知事室

いのち・未来戦略本部室

行政管理課

消費生活課

観光課

環境計画課

次世代育成課

高齢福祉課

生活援護課

高校教育課

大気水質課

森林再生課

農政課

畜産課

水産課

共生推進本部室

子ども家庭課

生活援護課

健康増進課

衛生研究所

県土整備局

県土整備局

企業庁水道部

企業庁利水電気部

ガイダンス
・県からのメッセージ
・グループワーク内容の説明
・仕事紹介（先輩職員の話等）

グループワーク
・グループごとに分かれて意見交換
・発表資料作成など

職員との懇談会
・グループに分かれて質疑応答

発表・職員による講評

No.

1-1

1-2

1-3

1-4

1-5

1-6

1-7

1-8

1-9

1-10

2-1

2-2

2-3

2-4

2-5

2-6

2-7

2-8

2-9

2-10

2-11

2-12

2-13

2-14

職種等

一般事務

一般事務

一般事務

一般事務

一般事務

一般事務

一般事務

一般事務

一般事務

一般事務

環境技術（化学）

林業

農業

獣医

水産

福祉

福祉

福祉

保健師

検査・研究職（獣医師・薬剤師など）

土木

建築

土木

電気・機械

テーマ等

SNS、動画等のメディアミックスによる“伝わる”広報アプローチ

ナッジを活用して課題解決！（ナッジとは、情報発信の仕方などを工夫することにより、望ましい行動へ導く新たな政策手法です）

学生目線の望ましい働き方改革とは

日ごろ目にする広告表示や成年年齢引下げによる消費者トラブルを防ぐためにできること

国内外観光客に向けたウェブサイト等による有効な観光情報発信策について

脱炭素社会の実現に向け、脱炭素型ライフスタイルへの転換を促す取組を考える

若い世代が子どもを持ちたいと思える環境づくりに有効な施策

ケアラー・ヤングケアラーを支援するための当事者目線に立った具体な施策

戦没者の追悼と戦争の記憶の次世代継承

外国につながりのある生徒への支援について

かながわの環境を守る　～プラごみゼロに向けて～

神奈川県の森林整備と木材利用の促進について　～森林環境譲与税の使途に関する検討～

神奈川県らしい農業を発展させるために、県庁ができること

家畜伝染病と危機管理について

神奈川県内の水産業活性化に向けて

共生社会の実現に向けて

児童相談所の業務内容について

生活保護業務について

神奈川県保健師のお仕事オンライン見学

感染症対策に対する地方衛生研究所の役割

横浜、湘南、箱根などで進むまちづくりの現場をオンラインで体験！

横浜、湘南、箱根などで進むまちづくりの現場をオンラインで体験！

100年先の水道を考える

脱炭素社会に貢献する電気事業（発電所・ダム）

■実施所属・政策課題テーマ等一覧 ※詳細は下記ホームページ参照

グループワーク
・参加者自己紹介、意見交換
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2
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※ この実施内容・プログラムは一般事務職の実施例です。 技術職についてはこの限りではありません。
※ 通信環境が整った場所で、パソコンでの受講をお願いします。発表はパワーポイントによる資料作成を予定しています。


